
 

 

 

問題
もんだい

３０６【解答
かいとう

】＜令和８年８月２８日(金)＞ 

本 校
ほんこう

では、安 全
あんぜん

教 育
きょういく

に取
と

り組
く

んでいますが、災 害
さいがい

時
じ

等
とう

で 熱 中 症
ねっちゅうしょう

防
ぼう

止
し

として、 

冷
ひ

やすと効果的
こうかてき

な部位
ぶ い

はどこでしょうか？ 
 

答
こた

え ②わきの下
した

 
 

【解説
かいせつ

】 

 熱 中 症
ねっちゅうしょう

のとき、わきの下
した

を冷
ひ

やす 

のは、太
ふと

い血管
けっかん

が通
とお

っているため体温
たいおん

 

を冷
ひ

やす効果
こうか

があります。首
くび

の付
つ

け根
ね

や足
あし

の付
つ

け根
ね

と合
あ

わせて同時
どうじ

に冷
ひ

やすと、冷
ひ

えた血液
けつえき

が全身
ぜんしん

を巡
めぐ

り、素早
すばや

く体温
たいおん

を下
さ

げられます。 

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災
ぼうさい

ブック「東 京
とうきょう

防
ぼう

災
さい

」 

(東京都
とうきょうと

教 育
きょういく

委員
いいん

会
かい

) 改訂版
かいていばん

2023 

資料出展：「東京防災」２１７ページより 

 


